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論 文 内 容 の 要 冒
F朋友悪性腫癌の治療については, 従来外科的療法, 化学療法, 放射線療法等の単独, あるいはこれらの




性度が高 く, かつ有効量の持続時間が長いことが必要条件である｡ 著者は動脈内挿管投与法を行なった場
合, 制癌剤が生体内でどのような変動をしめすか, その動態を追求する目的で本法を併用 して根治手術を
行なった臨床例および正常ラット, Walker鹿病歴骨骨髄内移植 ラットにおける血中力価, 各臓器内の濃
皮, 組織吸着度, 不活性化等について MitomycinC (以下 MMC と略す) を指標として検討を加え興
味ある知見を得た｡
1) MMCの血液における活性度は, 全血 こ対する MMCの 0.04, 0.08mcg/mlの低濃度添加実験
および種々の濃度の赤 血球に一定量の MMCを加え実験を行なった｡ この実験において, 強い MMC不
活性化がみられたが,血清 自体の影響はほとんど認められなかった｡ これらの実験成績から MMC は赤
血球によりある程度吸着ないし不活性化されるということが推定された｡
2) ラット諸臓器内の MMC 不活性化に関する試験符内検索では, 特に Walker産湯 (100%), 肝
(69- 100% ), 腎 (43-100%)において著明な不活性化がみられた｡ L測支組織では,30分後に骨格筋, 骨
髄および骨組織に30%前後の不活性化がみられる程度で, 内臓諸臓器では10-20% 程度であった｡
3) 正常ラットに対 しMMCの動脈内, 静脈内, 腹腔内, 皮下, 筋肉内など各種投与法を用いた場合
における臓器内力価の経時的変化を比較すると, MMC1mg/kg腹腔内投与の場合に, いずれの臓器に
おいても巌も高い力価が認められた｡ また, 臓器内力価は投与形式により, 各臓器について特徴ある推移
が見られた｡
--二汀.I--
4) 担塵癌 ラットにおける MMC力価
背部皮下に移植された Walker腺癌について, 左大腿動脈, 大腿静脈より MMC1mg/kgを投与し
た場合, 両者とも腰痛内力価を定量し得なかったが, 右歴骨骨髄内移植ラッ トの Walker腰痛内力価は
同様の投与によって, 腹腔, 大腿静脈投与の約15倍の高力価をしめた｡ さらに PE管を左大腿動脈 に留
置し, 連日1回宛の動脈内注入を連続 5日間行なった場合, 1回投与によるよりも鷹 揚 内 MMC力価は
著しく高く, かつ長時間持続することが認められた｡
5) 骨腫疾患者8例に対して局所動脈内挿管による MMC投与を行ない, 静脈血および鹿癌内 血液の
MMC力価の推移を検索したが, 腰場内血液の MMC力価は投与由後に最高力価をしめし, これは時間




6) 8日間 MMCを連日動脈内挿管投与を行なった後, 切断を行なった6症例の切断肢におけるMMC
各組織内力価は, 腰癌組織, 鷹揚隣接骨髄, 隣接関節の関節液が高)J価をしめし, これは皮T , 筋肉組織
a) 2 - 3 倍値に及んでいた｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
著者は制癌剤を動脈挿管投与した場合における本剤の生体内動態を追求する目的で, 臨床例, †仁常ラッ
ト, Walker腫癌移植ラットについて血中力価, 各臓器内の濃度, 組織吸着度, 不活性化等をMitomycin
C(MMC)を指標として検討して次のような成績をえた｡ 1)MMCは赤血球によってある程度吸着ない
し不活性化される｡2)ラット臓器内の MMC不活性化についての試験管内検索では, Walker塵癌, 肝
腎に強い不活性化作用が認められたが, 四肢の筋や骨では遥かに軽度であ った｡3)Walker鷹揚腔骨骨
髄内移植ラットでは, MMCを人腿動脈より投与すると, 腹腔内投与や大腿静脈投与による場合よりも15
倍の鷹揚内力価が証明された｡ さらに挿管法によって毎日1回5日連 日投与す る と MMC力価は著 しく
高く, 長時間持続 した｡4)四肢の骨腫疾患者8例に局所動脈内挿管によるMMC投与を行なった場合,
腫場内血液の)J価は投与･直後に最 高力価を示し, 漸次下降するが, Infusj-onpump による8ないし14日
間MMC持続投与では, 腰痛内血液の力価は高く, 長時間特続 した｡ また切断肢の検査でも, 鷹揚組織に
高い力価が証明された｡
本研究は四肢の骨腫癌の化学療法の作用機転の解明に資するところがあり医学博士の学位論文として価
値あるものと認定する｡
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